
郷土の明日を担う子どもたちを 第75号　　令和6年3月15日

相馬市青少年健全育成市民会議

　毎年実施している清掃活動で、今回もたくさ
んの子供達が参加してくれました。みんな一生
懸命ゴミを拾い、分別まで頑張っていました。コ
ミュニケーションの場にもなるため、楽しく活
動することができました。

　「子育て支援を進める県民運動」に合わせて、「みんなで子育てワ
イワイショップ」を11月26日に子育て支援連絡会と共催で開催し
ました。当日は天候に恵まれ、約400名の親子が来場しました。
　担当した自由遊びコーナーには、コロコロゲームや自動車乗り物
などがあり、たくさんの子供達が遊びにきてくれました。閉会ぎりぎ
りまで遊んでいる子も多く、来場した親子は楽しいひと時を過ごし
ていました。

　子どもたちの健全な育成を図るため、相馬市青少年健全育成市民会議を設置しています。
市民会議の事業や、各地区の推進協議会などで行われている活動を皆様にお知らせします。

健やかに
　育てるために

４年ぶりのふれあい広場に皆大喜び！

和田方部清掃活動

（家庭教育部会）◆みんなで子育てワイワイショップ◆（家庭教育部会）

　コロナの影響でやっとふれあい広場を開催す
ることができ、子供達は大喜びでした。参加賞の
餅や飲み物を受け取り、いろいろなアトラクショ
ンや紅白玉入れ合戦、そして大抽選会を大いに楽
しんだようです。

（刈敷田地区推進協議会  9/17  390名参加）

（和田地区推進協議会  7/22  24名参加）



青少年の育成は一人ひとりのあたたかい思いやりから

　7月13日、自由観覧の形で市民会館を会場に開催し

ました。

　この大会は、中学生が社会の一員である自覚を高

めるとともに、中学生に対する大人の理解や関心を深

めることを目的としています。

　今年は、市内中学校より選ばれた代表12名の生徒

が、日常生活のなかで感じる思いや楽しみなどを自分

自身の言葉で力強く発表しました。

　12月14日、市役所において、福島県青少年健全

育成条例13条に基づく知事表彰及び社会教育関係

の受賞報告を行いました。

　受賞された皆さんは、少年センタｰ補導員、社会

教育委員として長年にわたりご尽力された功績を

たたえられ、現在もなお第一線でご活躍されてい

ます。

　9月21日、少年の主張福島県大会が新地町で開催

され、本市からは愛澤心優さん（相馬大会最優秀賞）

と竹島灯さん（同大会優秀賞）が出場し、それぞれ優

良賞に選ばれました。

　県大会では、県内の中学生9,705名（167校）の応

募のうち、県内各地の審査を通過した16名が発表し

ました。

　10月29日、「そうま市民まつり」の会場周辺にて、街

頭啓発活動を実施しました。

　当日は秋晴れの穏やかな天気の中、来場者へ啓発

品を配布しながら、青少年健全育成についての理解を

深めていただくようPR活動をしました。

　これからも明るい地域社会を目指し

て取り組んでまいりますので、ご協力を

お願いします。

◆「少年の主張」相馬大会◆（学校教育部会）◆「 ふくしまを十七字で奏でよう」最優秀賞受賞◆

◆青少年健全育成・社会教育関係受賞報告◆

◆「少年の主張」福島県大会◆

◆街頭啓発活動◆（地域活動部会）

最優秀賞
優 秀 賞
優 秀 賞
優 秀 賞

愛澤　心優さん　中村第二中学校３年　『余さない、残さないを目標に』
竹島　　灯さん　中村第二中学校２年　『「人間」としてのプライド』
萩野　美優さん　向陽中学校３年　　  『当たり前じゃない』
小廹はるひさん　向陽中学校２年　　  『「多様性」と共に生きる』

◎ 野馬おいに　ぼくも出たいな　とうさんと　（子・伊藤　新一郎さん）
◎ 背に指した　旗の重さも　　　伝えたい 　（父・伊藤　貴之さん）

◎ 父が言う　今なき磯部　　みてみたい　　（子・唯野　愛夏さん）
◎ 伝えたい　過ごした町の　よきところ　　　（父・唯野　善広さん）

◎ 置き忘れ　スマホさがしは　孫だのみ　　（祖母・大槻　さくらさん）
◎ またきたか　呼び出し音で　 捜査隊　　  （孫・大槻　雄史さん）

最優秀賞

佳　　作

優 秀 賞

大 会 結 果

　12月9日、令和5年度「ふくしまを十七字で奏でよ

う絆ふれあい支援事業」表彰式が福島テルサ（福島

市）にて行われました。

　本市からは山上小学校４年伊藤新一郎さん（子）・

伊藤貴之さん（父）がふるさと部門最優秀賞に選ば

れました。

　また、相双域内表彰式が12月15日、南相馬合同庁

舎（南相馬市）で行われ、中村第一中学校2年大槻雄

史さん（子）・大槻さくらさん（祖母）が絆部門優秀賞

に、向陽中学校1年唯野愛夏さん（子）・唯野善広さん

（父）がふるさと部門佳作を受賞しました。

　今年は県内外から41,678組、相双地区では6,147組（絆部門4,287組、ふるさと部門1,860組）

の応募がありました。相双地区からは、最優秀賞３組、優秀賞１組、佳作３組が入賞しました。

県青少年健全育成条例第13条に基づく知事表彰　丹野　吉男さん
県市町村社会教育委員連絡協議会表彰　　　　　　武島　昭良さん
全国社会教育委員連合表彰　　　　　　　　　　佐藤　葉子さん

絆部門

ふるさと
部門
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